
 

事 務 連 絡 

令和３年１０月４日 

 

 各都道府県教育委員会担当事務主管課  

 各指定都市教育委員会担当事務主管課  

 各都道府県私立学校事務主管課 

 附属学校を置く各国公立大学法人の 

 附 属 学 校 事 務 担 当 課 

 構造改革特別区域法第 12 条第 1 項の認定を受けた 

 各地方公共団体の学校事務担当課 

 

 

       文部科学省総合教育政策局 

男女共同参画共生社会学習・安全課 

文部科学省初等中等教育局児童生徒課 

 

 

文部科学省ハンセン病家族国家賠償請求訴訟を踏まえた 

人権教育推進検討チームの当面の取組について 

 

日頃から、人権教育の推進に御尽力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

令和元年１０月に、ハンセン病の患者・元患者やその家族が置かれていた境遇を踏まえ

た人権教育を推進するための具体的な検討を行うことを目的として、文部科学大臣政務官

を座長とする「ハンセン病家族国家賠償請求訴訟を踏まえた人権教育推進検討チーム」を

文部科学省内に設置し、検討を進めてまいりました。このたび、当該検討チームにおける

議論を踏まえた当面の取組等について取りまとめを行いましたので、ご報告させていただ

きます。 

引き続き、ハンセン病に関する教育の充実に努めてしていただきますよう、御配慮のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

 

＜添付資料＞ 

文部科学省ハンセン病家族国家賠償請求訴訟を踏まえた人権教育推進検討チーム 
 

【本件連絡先】 

（社会教育について） 

 文部科学省総合教育政策局 

男女共同参画共生社会学習・安全課共生社会学習企画係 

                           若林、野口、熊田 

                           TEL：03-5253-4111（内線3406）E-mail：kyousei@mext.go.jp    

 

（初等中等教育（学校における人権教育）について） 

 文部科学省初等中等教育局児童生徒課指導係 

                           八田、増田 

                           TEL：03-5253-4111（内線3291）E-mail：jidous@mext.go.jp 

御中 



検
討
の
背
景
と経
緯

「ハ
ンセ
ン
病
家
族
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の
判
決
受
入
れ
に
当
た
って
の
内
閣
総
理
大
臣
談
話
」（
令
和
元
年
７
月
12
日
閣
議
決
定
）
等
を
踏
ま
え
、ハ
ンセ
ン

病
の
患
者
・元
患
者
や
そ
の
家
族
が
置
か
れ
て
い
た
境
遇
を
踏
ま
え
た
人
権
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
具
体
的
な
検
討
を
行
うこ
とを
目
的
とし
て
、文
部
科
学
大
臣

政
務
官
を
座
長
とす
る
「ハ
ンセ
ン病
家
族
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を踏
まえ
た
人
権
教
育
推
進
検
討
チ
ー
ム
」を
文
部
科
学
省
内
に
設
置
。

（
座
長
：
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
、事
務
局
長
：
総
合
教
育
政
策
局
長
、構
成
員
：
初
等
中
等
教
育
局
長
、高
等
教
育
局
長
）

有
識
者
ヒア
リン
グ
を
含
む
会
議
（
９
回
）
と関
係
施
設
の
視
察
（
６
箇
所
）
等
を
行
い
検
討
を
進
め
た
。

文
部
科
学
省
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を
踏
ま
え
た
人
権
教
育
推
進
検
討
チ
ー
ム

第
１
回
（
令
和
元
年
1
0
月
2
9
日
）

・
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を
踏
ま
え
た
人
権
教
育
推
進
検
討
チ
ー
ム
の

設
置
に
つ
い
て

・
熊
本
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
訴
訟
に
つ
い
て

・
文
部
科
学
省
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
教
育
の
取
組
に
つ
い
て

・
人
権
教
育
推
進
に
関
す
る
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

梅
野
正
信
上
越
教
育
大
学
理
事
兼
副
学
長

第
２
回
（
令
和
元
年
1
1
月
1
3
日
）

・
学
校
教
育
に
関
す
る
現
状
の
取
組
に
つ
い
て

・
人
権
教
育
推
進
に
関
す
る
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
初
等
中
等
教
育
）

小
泉
ひ
と
み
東
村
山
市
立
萩
山
小
学
校
校
長

太
田
元

東
村
山
市
立
東
村
山
第
三
中
学
校
統
括
校
長

井
上
貴
雅

東
村
山
市
教
育
委
員
会
教
育
部
次
長
（
学
校
教
育
担
当
）

鈴
木
賢
次

東
村
山
市
教
育
委
員
会
統
括
指
導
主
事

第
３
回
（
令
和
元
年
1
1
月
2
8
日
）

・
ハ
ン
セ
ン
病
補
償
法
、
問
題
基
本
法
改
正
法
に
つ
い
て

・
登
米
市
立
新
田
中
学
校
の
視
察
に
つ
い
て

・
人
権
教
育
推
進
に
関
す
る
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
社
会
教
育
、
高
等
教
育
）

飯
開
輝
久
雄
合
志
市
教
育
委
員
会
人
権
啓
発
教
育
課
長

近
藤
真
紀
子
香
川
県
立
保
健
医
療
大
学
教
授

第
４
回
（
令
和
2
年
1
月
2
9
日
）

・
文
部
科
学
省
職
員
向
け
研
修
講
話

黄
光
男

ハ
ン
セ
ン
病
家
族
訴
訟
原
告
団
副
団
長

第
５
回
（
令
和
2
年
2
月
2
6
日
）

・
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
整
理
に
つ
い
て

第
６
回
（
令
和
3
年
3
月
4
日
）

・
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を
踏
ま
え
た
人
権
教
育
推
進
検
討
チ
ー
ム
の

設
置
要
領
改
訂
に
つ
い
て

・
文
部
科
学
省
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
主
な
取
組
に
つ
い
て

・
今
後
考
え
ら
れ
る
取
組
に
つ
い
て

第
７
回
（
令
和
3
年
4
月
1
9
日
）

・
人
権
教
育
推
進
に
関
す
る
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
初
等
中
等
教
育
）

佐
久
間
建

都
立
武
蔵
台
学
園
府
中
分
教
室
教
諭

第
８
回
（
令
和
3
年
6
月
1
7
日
）

・
人
権
教
育
推
進
に
関
す
る
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
初
等
中
等
教
育
）

大
高
俊
一
郎

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
事
業
部
社
会
啓
発
課
長

第
９
回
（
令
和
3
年
9
月
3
0
日
）

・
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
整
理
に
つ
い
て

視
察
①
（
令
和
元
年
1
0
月
1
6
日
）

・
国
立
療
養
所
多
磨
全
生
園

・
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館

視
察
②
（
令
和
元
年
1
1
月
2
0
日
）

・
登
米
市
立
新
田
中
学
校

・
国
立
療
養
所
東
北
新
生
園

視
察
③
（
令
和
2
年
2
月
1
7
日
）

・
国
立
療
養
所
菊
池
恵
楓
園

・
福
岡
県
教
育
委
員
会

視
察
④
（
令
和
2
年
1
1
月
1
9
日
）

・
国
立
療
養
所
多
磨
全
生
園

・
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館

令
和
3
年
9
月
3
0
日

kimata
テキスト ボックス
別添




○
厚
生
労
働
省
作
成
の
中
学
生
向
け
パ
ン
フレ
ット
「ハ
ン
セ
ン
病
の
向
こう
側
」に
つ
い
て
は
、国
が
作
成
した
教
材
で
安
心
して
授
業
で
活
用
で
き
る
等
の
評
価

が
あ
る
。ま
た
、ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
講
演
等
で
は
小
学
校
高
学
年
の
反
応
が
良
い
とい
う意
見
が
あ
る
。児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じた
ハ
ンセ
ン病
に

関
す
る
人
権
教
育
を
充
実
させ
る
た
め
、今
後
、小
学
校
や
中
学
校
に
お
け
る
指
導
事
例
を
周
知
す
る
。

①
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
学
習
に
関
す
る
教
材
の
充
実
や
活
用
の
促
進

○
ハ
ン
セ
ン
病
当
事
者
の
声
は
、ハ
ンセ
ン病
に
関
す
る
学
習
を進
め
る
上
で
説
得
力
の
あ
る
教
材
で
も
あ
る
一
方
、当
事
者
の
高
齢
化
や
コロ
ナ
禍
等
に
よ
り、

当
事
者
との
直
接
交
流
に
は
制
約
が
あ
る
た
め
、各
所
で
収
集
して
い
る
当
事
者
の
映
像
や
声
が
教
育
・研
修
等
で
活
用
さ
れ
る
よ
う周
知
を行
う。

○
引
き
続
き
厚
労
省
・法
務
省
と連
携
し、
各
都
道
府
県
・指
定
都
市
教
育
委
員
会
等
に
対
して
、中
学
生
向
け
パ
ン
フレ
ット
、法
務
省
作
成
の
人
権
啓
発

動
画
及
び
冊
子
、国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
学
芸
員
等
の
講
師
派
遣
等
の
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
人
権
教
育
に
活
用
で
きる
資
料
等
の
周
知
を行
う。

④
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
学
習
の
た
め
の
関
連
資
料
等
の
収
集
と提
供

○
大
学
に
お
け
る
ハ
ンセ
ン病
に
関
す
る
教
育
に
お
い
て
参
照
・使
用
で
きる
よう
、ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
教
材
や
、国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
を
は
じめ
とす
る
教

育
へ
の
協
力
を
要
請
しう
る
国
の
施
設
・機
関
等
を
取
りま
とめ
情
報
提
供
を行
う。

○
大
学
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
に
係
る
教
育
の
全
体
的
な
状
況
に
つ
い
て
調
査
・公
表
す
る
。※
平
成
30
年
度
大
学
改
革
状
況
調
査
に
お
い
て
実
施
済
み

③
ハ
ン
セ
ン
病
に
係
る
教
育
に
関
す
る
各
大
学
の
取
組
の
把
握
と支
援

○
教
員
個
人
で
は
な
く教
育
委
員
会
や
学
校
の
組
織
的
な
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
人
権
教
育
の
取
組
を促
す
た
め
、引
き続
き
、各
都
道
府
県
等
の
人
権
教
育

担
当
者
や
人
権
教
育
指
導
者
が
集
ま
る
会
議
に
お
い
て
、国
の
施
策
動
向
や
有
用
な
コン
テ
ン
ツ
等
に
関
す
る
情
報
提
供
を
図
る
。

○
よ
り多
くの
教
員
が
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
実
践
的
な
人
権
教
育
に
取
り組
め
る
よ
う、
独
立
行
政
法
人
教
職
員
支
援
機
構
に
お
い
て
、指
導
の
要
点
に
つ
い

て
学
ぶ
こと
が
で
きる
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
教
材
の
作
成
・配
信
を
進
め
る
。

②
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
人
権
教
育
を
担
う指
導
者
へ
の
研
修
等
の
充
実

検
討
チ
ー
ム
議
論
を
踏
ま
え
た
当
面
の
取
組

＜
主
に
初
等
中
等
教
育
段
階
＞

＜
主
に
高
等
教
育
段
階
＞

＜
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
学
習
の
た
め
の
基
盤
整
備
＞

今
後
の
取
組

「ハ
ンセ
ン病
に
係
る
偏
見
差
別
の
解
消
の
た
め
の
施
策
検
討
会
」等
を通
じて
、当
事
者
の
方
々
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら、
更
な
る
取
組
の
充
実
に
向
け
て
引
き
続

き
検
討
を
行
う。



（
主
に
初
等
中
等
教
育
）

ハ
ンセ
ン病
に
関
す
る
教
材
は
少
な
く、
国
が
作
った
資
料
は
安
心
して
授
業
で
使
え
る
の
で
あ
りが
た
い
。ハ
ンセ
ン病
資
料
館
で
教
材
の
貸
出
も
行
って
い
る
の
で

積
極
的
に
活
用
す
べ
き。

ハ
ンセ
ン病
人
権
学
習
に
役
立
つ
授
業
実
践
例
や
学
習
資
料
等
を
国
が
ま
とめ
て
刊
行
す
る
べ
き。

研
修
等
で
ハ
ンセ
ン病
に
関
す
る
知
識
を
学
ぶ
こと
も
重
要
で
あ
る
が
、実
際
に
「授
業
の
場
」に
立
つ
こと
を前
提
とし
た
実
践
的
な
研
修
が
より
重
要
。

人
権
問
題
とい
うデ
リケ
ー
トな
課
題
に
対
して
は
、教
員
個
人
で
対
応
す
る
の
で
は
な
く、
管
理
職
が
指
導
計
画
や
資
料
を確
認
す
る
な
ど、
学
校
が
組
織
的
に

対
応
す
る
こと
が
必
要
。

個
別
人
権
課
題
に
関
す
る
教
育
をい
き
な
り扱
うの
で
は
な
く、
「偏
見
差
別
は
い
け
な
い
」「
他
人
に
優
しく
」等
の
ベ
ー
ス
とな
る
部
分
をし
っか
りと
教
え
た
うえ
で
、

個
別
人
権
課
題
を
取
り扱
うこ
とが
重
要
。

正
しい
知
識
を
学
ん
だ
子
が
親
に
伝
え
、親
の
偏
見
も
解
消
され
た
例
も
あ
る
。学
校
教
育
は
極
め
て
重
要
。

（
主
に
高
等
教
育
・社
会
教
育
）

ハ
ンセ
ン病
は
、医
療
関
係
者
だ
け
で
な
く一
般
社
会
人
に
とっ
て
も
人
間
の
尊
厳
に
関
す
る
問
題
を学
ぶ
こと
が
で
き意
義
が
あ
る
。

大
学
の
カリ
キ
ュラ
ム
編
成
の
際
に
学
内
の
合
意
形
成
が
一
番
難
しい
。ハ
ンセ
ン病
とい
うテ
ー
マに
は
普
遍
性
が
あ
る
こと
な
ど国
が
重
要
性
を位
置
付
け
る
こと
を

期
待
。

講
師
の
選
定
が
難
しい
た
め
、講
師
の
派
遣
等
に
対
す
る
支
援
を期
待
。

子
供
と保
護
者
、地
域
の
人
が
一
緒
に
学
ぶ
公
開
講
座
が
有
効
。

（
検
討
を
通
じて
出
た
主
な
意
見
）

（
共
通
事
項
）

設
置
者
や
国
が
ハ
ンセ
ン病
教
育
の
取
組
を
促
す
姿
勢
を示
せ
ば
、各
学
校
は
取
り組
み
や
す
くな
る
。

シ
ンポ
ジ
ウム
を
開
催
す
る
だ
け
で
な
く、
関
係
省
庁
が
連
携
して
教
員
へ
の
意
識
付
け
等
を
行
い
継
続
的
・日
常
的
な
取
組
に
繋
げ
て
い
くこ
とが
重
要
。

当
事
者
の
話
は
説
得
力
が
あ
る
が
、高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、当
事
者
の
声
を収
録
した
映
像
資
料
を
作
成
す
る
こと
が
有
効
。ま
た
、当
事
者
や
家
族
に
対

す
る
差
別
に
つ
い
て
教
え
る
こと
も
重
要
だ
が
、同
時
に
尊
厳
を
失
わ
ず
に
誇
りを
持
って
生
き
向
い
て
きた
こと
に
重
点
を
置
い
て
普
及
啓
発
を
行
うこ
とも
重
要
。

ハ
ンセ
ン病
に
つ
い
て
学
ぶ
こと
は
重
要
で
あ
る
が
、ハ
ンセ
ン病
の
問
題
は
入
口
に
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
学
ぶ
きっ
か
け
とし
て
も
有
効
。

道
徳
教
育
と法
的
責
任
の
自
覚
を
促
す
人
権
教
育
の
両
方
を
進
め
「差
別
と立
ち
向
か
う行
動
が
で
き
る
人
間
」を
育
て
る
こと
が
重
要
。

ハ
ンセ
ンの
経
験
を
新
型
コロ
ナ
ウイ
ル
ス
感
染
症
で
も
活
用
す
る
べ
き
。当
時
ハ
ンセ
ン病
は
伝
染
性
の
恐
ろ
しい
病
と認
識
され
て
い
た
が
、今
も
昔
の
よ
うに
コロ

ナ
患
者
等
の
人
権
侵
害
を
して
い
る
。ハ
ンセ
ンの
学
習
をコ
ロナ
差
別
の
問
題
に
転
換
す
る
こと
は
あ
り得
る
。


